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FY2024 Q3 決算説明会 書き起こし 

  



 

【代表取締役社長 CEO 和田】 

本日はお忙しい中お集まりいただきまして誠にありがとうございます。 

パーソルホールディングス代表取締役社長 CEO 和田です。 

本日皆様にお伝えしたいことはこの 3 点でございます。 

1 つ目、FY24Q3 累計の決算概要、並びに今後の見通しについてお話しします。 

2 つ目は BPO 事業に関しまして、M&A がございましたのでそれに関するご報告です。 

そして 3 つ目は当社のトピックスでございます。 

 

まず 1 つ目ですが、Q3 累計の売上収益は 1 兆 862 億円、調整後 EBITDA は 648 億円、営業利益は

484 億円と堅調に推移いたしました。なお、Q4 におきましてはマーケティング投資を積極的に推進したいと考え

ておりまして、それを踏まえまして来期は利益成長で 10％程度を目指したいと考えております。 

2 つ目は BPO 事業でございます。旧富士通コミュニケーションサービス様の株式を 100％取得させていただきま

した。今後の BPO の戦略に関しまして後ほどお伝えしたいと思います。 

それから 3 つ目はトピックスでございます。2025 年 1 月 24 日に、人的資本レポートを発行しております。それか

らもう 1 点は、日本取締役協会様主催のコーポレートガバナンス・オブ・ザ・イヤー2024 で、東京都知事賞をい

ただきましたので、それに関しましてもご報告差し上げたいと思っております。 

 

それではまずは決算概要につきまして、CFO の徳永よりご報告いたします。徳永さんお願いします。  



 

【執行役員 CFO 徳永】 

CFO の徳永でございます。私から Q3 累計の決算概要と、SBU の足元の状況について説明をいたします。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 

 

冒頭もございましたが、Q3 単体、そして Q3 累計とも堅調な状況でございました。 

具体的には、売上収益につきましては前年対比 9.6％増の 1 兆 862 億円、IFRS ベースの営業利益につきまして

は 18％増の 484 億円。そして私どもが一番大事な KPI と認識しております調整後 EBITDA につきましては 21％

増の 648 億円でございました。 



 

続きまして、調整後 EBITDA の前年対比の詳細でございます。 

一番左側、昨年度の Q3 累計は 534 億円、そして一番右側、今年度の Q3 累計は 648 億円でございました。 

内訳ですが、まず売上総利益、粗利でございます。Q1 から Q3 まで 10％前後の成長ということで、堅調な状況でご

ざいました。また販管費ですが、主にこちらは人件費の増に伴うものでございますが、40 億円ないし 50 億円ということ

で、Q1 から Q3 まで適正化できていると認識しております。また今年度の Q3 の調整後 EBITDA でございますが、昨

年度の 184 億円に対して 220 億円という実績でございました。この 220 億円につきましては、11 月の決算発表の

時の見立て対比で約 30 億円超上振れしております。この上振れの要因でございますが、粗利の方はほぼ見通し通り

でしたので、販管費の適正化によるものでございます。 

 



 

続いて調整後 EBITDA648 億円から、IFRS ベースの営業利益 484 億円までの推移でございます。 

減価償却費、それから未払の有給負債がそれぞれ昨年対比で増加しておりますが、大きなトレンドの変化はご

ざいませんでした。 

  



 

続きまして、Q4、1 月-3 月期の見通しについて説明をいたします。 

Q3 は 30 億円強上振れておりますが、通期の調整後 EBITDA 予想 760 億円については見通しを修正しておりま

せん。内容としてですが、まず売上総利益、粗利につきましては、同じく前年対比で約 10％、71 億円の増を見込ん

でおります。また販管費につきましては、人件費を中心とした固定費ということで 56 億円の増を見込んでおります。また

冒頭説明いたしましたが、今回の Q3 の上振れ分も含めて、doda 等を含めたマーケティング投資、それから将来の、

来期以降の経費削減に資するシステム投資をしたいと考えております。 

  



 

続きまして、FY22 から FY24 までの売上総利益と調整後 EBITDA の四半期ごとの推移でございます。なお、緑の

折れ線グラフは COVID-19 関連案件を除いた数字でございます。 

まず売上総利益でございますが、FY23 は 2,974 億円でした。12％程度成長を見込んでおりまして、FY24 は

3,326 億円を目指しております。一方調整後 EBITDA につきましては、COVID-19 関連案件を除き FY23 は

685 億円でございました。FY24 は 10.4％成長の 756 億円を目指しております。 

  



 

来年度、FY25 に向けた市場の環境の見立てと事業の見通しでございます。 

まず、ワークフォース事業、具体的に申し上げますと Staffing、BPO、Technology 等でございますが、こちらにつきま

しては足元の状況から大きく変更がないと想定しております。具体的に申し上げると、Staffing は 5％程度、BPO と

Technology につきましても 2 桁の成長が達成できるのではないかと見込んでおります。 

もう 1 つのデジタルプラットフォーム事業、こちらの方は主に Career、人材紹介でございますが、企業のお客様の需要

については旺盛である一方で、個人の方、転職希望者の動きについては慎重な状況が続いております。いずれにしま

しても来期調整後 EBITDA の 10％程度の成長を目指していきたいと考えております。 

 

  



 

こちらから SBU 別の売上の状況でございますが、ご覧いただいた通り全セグメントで増収を達成しております。また、

Asia Pacific につきましては為替の影響が 200 億円強ございましたが、為替の影響を除いても 10％近い成長を達

成しております。 

 

 

続きまして、SBU 別の調整後 EBITDA の状況でございます。 

当社の主力であります Staffing 事業につきましては、約 20％増の調整後 EBITDA の成長を達成しております。ま

た、Career につきましても 30％弱の調整後 EBITDA の成長を達成しております。 

 



 

続いて、SBU 別の営業利益の状況でございますが、こちらは先程の調整後 EBITDA と同じような状況でございます

ので、説明は割愛をさせていただきます。 

 

  



 

これから、SBU 別の決算概要、そして足元の状況について説明をいたします。 

 

 

まず、当社の主力の Staffing SBU でございます。 

冒頭説明した通り、売上につきましては昨年度対比で 5％の増、そして調整後 EBITDA につきましては約 20％の

増でございました。KPI でございますが、就業者数につきましては前年同期対比で 2.6％の増、そして平均請求単価

につきましては約 2％の増でございました。なお、Q3 の前年対比 5.6％の売上増の要因といたしまして、真ん中の表

を見ていただきたいのですが就業日数が昨年度の 61 日に対して今年度は 62 日でございました。 



 

Staffing SBU のトピックでございますが、記載の通り派遣会社の総合満足度ランキング、そして継続就業意向度ラ

ンキングで、それぞれ 6 年連続、2 年連続で 1 位を達成してございます。 

 

 

続きまして、BPO SBU でございます。 

COVID-19 関連案件の剥落によって減益ということになっておりますが、右の方の表を見ていただいた通り、COVID-

19 関連案件を除いたオーガニックな事業につきましては堅調に成長しているような状況でございます。BPO につきまし

ては、このあと和田の方から今回の買収の目的、あるいは成果等につきまして説明を差し上げます。  



 

3 つ目の SBU、Technology SBU でございます。 

売上につきましては約 12％の増、そして調整後 EBITDA につきましては 15％の増ということで、好調な状況でござ

います。下の KPI を見ていただくと、まず IT・DX ソリューションのエンジニアの数につきましては 3,390 人ということで、

前年同期比で 17％の増ということでございます。また平均請求単価につきましても前年同期比で 2.7％増ということ

で、好調でございます。真ん中の機械、電気のエンジニアリング事業でございますが、まずエンジニアの数につきましては

前年対比 9％増ということで、3,620 名でございます。請求単価につきましても大きく伸ばしておりまして、3.7％増の

84 万円でございました。また登録型の派遣につきましては、やや人数が減っているような状況でございます。 

  



 

Technology の正社員、これは登録派遣・フリーランスを除く正社員ベースのエンジニアの数の状況でございます。 

この Q3 で 7,014 名ということで、昨年同期の 6,200 名から大きく伸ばしております。また下の方の請求単価につき

ましても順調に伸ばしているような状況でございます。 

 

 

Technology SBU のトピックスについて、2 つ掲載しておりますが、時間の関係で 2 つ目を紹介させていただきたいと

思います。 

製造物流の会社でございます、ダイアログ様に今般出資をさせていただきました。また、ダイアログ様と提携を進めて、こ

の物流倉庫の分野で私どもの請負、あるいはエンジニアの派遣を伸ばしていきたいと考えております。 



 

4 つ目の SBU、Career SBU でございます。 

Q3 累計で約 14％の売上の成長でございます。また、冒頭申し上げました通り、調整後 EBITDA につきましては約

30％の増ということでございます。またコンサルタントの数につきましては、マーケットの状況を踏まえて約 2,400 名とい

うことでステイさせて、むしろコンサルタントの生産性アップの方に今後は注力をさせていきたいと考えております。 

 

 

Career SBU のトピックスでございますが、アワードをいただいていますが時間の関係で今日は省略させていただきたい

と思いますので、後ほどご覧ください。 

 



 

最後の SBU、Asia Pacific SBU でございます。 

こちらの方も冒頭説明しました通り、為替の影響を含めて 16％、為替の影響を除いて約 10％の売上の増でござい

ました。調整後 EBITDA につきましては 30％を超える増益でございます。なお、各市場の状況でございますが、人材

紹介につきましては引き続き低調な状況でございます。また人材派遣につきましても一部の国を除き堅調に推移をし

ております。またファシリティマネジメントサービスにつきましては、Q2 までと同様に好調な状況でございます。 

 

 

Asia Pacific SBU のトピックスでございますが、メルボルン空港等のお仕事でアワードをいただいておりますが、時間の

関係で今日は説明を割愛させていただきたいと思います。 



 

最後でございますが、その他・調整の状況でございます。 

その他の中には、スキマバイトのシェアフルも含まれますが、今年度はシェアフルにしっかりと投資をしていきたいということ

で、昨年度のマイナス 5 億円から今年度はマイナス 24 億円ということでございますが、この分野につきましては引き続

きマーケティング投資を強化したいと考えております。調整というのはホールディングスの費用等でございますが、こちらの

方は昨年度に比べて大きな変更はございません。 



 

最後でございますが、パーソル総研の調査、研究について記載してございますので、後ほどご覧いただければありがたい

と思います。 

 

私から Q3 の決算概要、そして SBU の足元の状況について説明をいたしました。 

  



 

【代表取締役社長 CEO 和田】 

それでは続きまして、BPO 事業に関しまして私の方からご説明させていただきます。 

 

 

今般、2 月 3 日付で、富士通コミュニケーションサービス様の株式を 100％取得させていただきました。金額は 200

億円でございます。 

それに伴いまして、社名を「パーソルコミュニケーションサービス」に変えさせていただいております。 

今回の買収の目的でございますけれども、我々の IT 関連のサポート領域、そして運用支援領域、そういったところを

強化するということで、BPO 全体の強みを拡張させたいというのが思いでございます。 



  

実際に我々はこの 3 つの領域で進めていますが、今回 BPO 事業をいかに強化するかというところでございます。 

 

 

特にこの BPO 事業の中でも、専門 BPO と汎用 BPO に大きく分けることができますが、我々は今まで比較的汎用

BPO は強く、専門 BPO は強化領域として認識をしておりました。今回この専門 BPO 領域、特に IT 知見の高い人

材を擁した IT システム運用企画や、運用、それからサポート支援、こういったものを取り組むことによって、我々が対応

できる BPO 領域の幅を広げること、そして 1 つのお客様に対してより深く入り込んで受託の幅を広げる、このような計

画でこの取り組みをさせていただきたいと思っています。 



 

特に、今後 2028 年までに売上を CAGR で 10％成長させていきたいと思っておりますし、調整後 EBITDA マージン

におきましても現在 5.5％のところを 8％の水準には持ち上げていけると考えております。特にその背景はクロスセルの

推進もそうですし、重点領域に対する深耕をしていくこと、それから我々が持っている営業リソース、営業のネットワーク

をフル活用することによって、より収益性の高い IT 領域の BPO を獲得できる、こういった算段をしております。そして今

後、この領域を強めることによる BPO 全体の成長にドライブをかけていきたいと考えております。 

 

  



 

次はグループのトピックスになります。 

 

 

BPO を強化するということもそうでございますけれども、人材投資を今後しっかりと推進していくということを意図して、人

的資本レポートを発行しております。ぜひ皆様にもご一読いただきまして、パーソルグループの取り組み、人的資本の経

営とはどういうものかというのをぜひご覧いただければと思っております。 

 



 

そして、この人的資本レポートとも連動するのですが、我々のダイバーシティの取り組み、女性活躍推進の取り組みを

ご評価いただきまして、日本取締役協会様から、コーポレートガバナンス・オブ・ザ・イヤーの東京都知事賞を受賞いた

しました。先般表彰式がございまして参加させていただきましたが、非常に錚々たる企業様がその対象になっておられる

ということで、我々もその仲間に入れたということは非常に光栄でございます。 

 

以上、私の方からのご案内になります。 

 

（終） 


